
(57)【要約】

【課題】　比較的大容量の容器を使用した場合でも、よ

り効率的に乾燥させることができる錠・粉粒体の真空乾

燥方法を提供すること。

【解決手段】　錠剤又は粉粒体からなる被乾燥物３が投

入された上部開口の容器２を真空室１内に収容し、真空

室１内を真空状態に保ちながら前記容器２の被乾燥物３

の積層内の下部領域にエアーを僅かにリークさせる。ま

たは、錠剤又は粉粒体からなる被乾燥物３が投入された

上部開口の容器２を真空室１内に収容し、真空室１内を

真空状態に保ちながら、前記容器２の被乾燥物３の積層

内に上下方向に沿って設置したガイド部材４により水蒸

気を上方にガイドさせる。

【選択図】　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
錠 剤 又 は 粉 粒 体 か ら な る 被 乾 燥 物 （ ３ ） が 投 入 さ れ た 上 部 開 口 の 容 器 （ ２ ） を 真 空 室 （ １
） 内 に 収 容 し 、 真 空 室 （ １ ） 内 を 真 空 状 態 に 保 ち な が ら 前 記 容 器 （ ２ ） の 被 乾 燥 物 （ ３ ）
の 積 層 内 の 下 部 領 域 に エ ア ー を 僅 か に リ ー ク さ せ る 、 錠 ・ 粉 粒 体 の 真 空 乾 燥 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
錠 剤 又 は 粉 粒 体 か ら な る 被 乾 燥 物 （ ３ ） が 投 入 さ れ た 上 部 開 口 の 容 器 （ ２ ） を 真 空 室 （ １
） 内 に 収 容 し 、 真 空 室 （ １ ） 内 を 真 空 状 態 に 保 ち な が ら 、 前 記 容 器 （ ２ ） の 被 乾 燥 物 （ ３
） の 積 層 内 に 上 下 方 向 に 沿 っ て 設 置 し た ガ イ ド 部 材 （ ４ ） に よ り 水 蒸 気 を 上 方 に ガ イ ド さ
せ る 、 錠 ・ 粉 粒 体 の 真 空 乾 燥 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 ガ イ ド 部 材 （ ４ ） は 、 前 記 容 器 （ ２ ） 内 を 互 い に 通 じ 又 は 独 立 し た 複 数 の 領 域 に 仕 切
る よ う に 区 分 す る 仕 切 状 部 材 で あ る 、 請 求 項 ２ に 記 載 の 錠 ・ 粉 粒 体 の 真 空 乾 燥 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 ガ イ ド 部 材 （ ４ ） は ほ ぼ 筒 状 の 部 材 か ら な る 仕 切 状 部 材 で あ る 、 請 求 項 ３ に 記 載 の 錠
・ 粉 粒 体 の 真 空 乾 燥 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 錠 剤 又 は 粉 粒 体 の 真 空 乾 燥 方 法 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 錠 剤 や 粉 粒 体 の 真 空 乾 燥 方 法 は 、 主 と し て 医 薬 品 製 造 及 び 食 品 製 造 の 分 野 で 使 用 さ れ て
い る 。
　 例 え ば 、 従 来 錠 剤 を 真 空 乾 燥 す る 場 合 に は 、 打 錠 工 程 で 打 錠 さ れ た 被 乾 燥 物 （ 錠 剤 ） は
図 ５ で 示 す よ う に 大 容 量 の 容 器 （ 例 え ば 缶 ） ２ へ 投 入 さ れ 、 こ の 状 態 で 乾 燥 工 程 に 運 ば れ
る 。 乾 燥 処 理 前 に お い て 、 被 乾 燥 物 ３ で あ る 錠 剤 群 は 容 器 ２ か ら 定 容 量 の 布 袋 ２ ａ に 定 量
ず つ 小 分 け さ れ 、 布 袋 ２ ａ 内 に 投 入 さ れ た ま ま の 状 態 で ト レ イ ２ ｂ （ 図 ６ ） に 収 容 さ れ 、
ト レ イ ２ ｂ と 適 合 し て 所 定 厚 み に な る よ う に 扁 平 に 整 形 さ れ る 。
　 図 ６ で 示 す よ う に 、 バ ル ブ １ １ を 介 し て 真 空 ポ ン プ １ ０ が 設 置 さ れ た 真 空 室 １ 内 に は 、
棚 １ ａ が 多 段 状 に 形 成 さ れ て お り 、 各 棚 １ ａ に 錠 剤 入 り の 布 袋 ２ ａ を 収 容 し た ト レ イ ２ ｂ
を そ れ ぞ れ 載 せ 、 手 前 側 の 図 示 し な い 扉 を 閉 め て 真 空 室 １ を 密 閉 し 、 真 空 ポ ン プ １ ０ に よ
り 真 空 室 １ 内 を ３ ０ Ｐ ａ 程 度 の 真 空 状 態 （ 真 空 度 ） に 保 ち 所 定 時 間 （ ５ ｈ 程 度 ～ １ ５ ｈ ）
か け て 乾 燥 さ せ る 。 乾 燥 効 率 を 高 め る た め 、 図 示 し な い 加 熱 手 段 に よ り 真 空 室 １ 内 を 加 熱
す る 場 合 も あ る 。
【 特 許 文 献 １ 】 実 開 昭 ６ ３ － ５ ７ ４ ９ １ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 実 開 昭 ６ ３ － １ ３ ９ ４ ９ ０ 号 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － ３ ０ ２ １ ５ ８ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 従 来 の 真 空 乾 燥 方 法 で は 、 乾 燥 処 理 前 に 大 容 量 の 容 器 ２ か ら 小 容 量 の 布 袋 ２ ａ に 小 分 け
し た 後 、 ト レ イ ２ ｂ に 収 容 し て 布 袋 ２ ａ ご と 扁 平 に 整 形 す る の で 、 乾 燥 処 理 前 の 作 業 に 手
間 が 掛 か る ほ か 、 乾 燥 処 理 後 は 瓶 詰 め 包 装 等 の た め 布 袋 ２ ａ か ら 取 り 出 さ な け れ ば な ら な
い の で 、 乾 燥 処 理 後 に お い て も 手 間 が 掛 か っ た 。
　 ま た 、 布 袋 ２ ａ の 詰 め 替 え 整 形 や 布 袋 ２ ａ か ら の 取 り 出 し の た め 、 錠 剤 相 互 の 接 触 頻 度
が 高 く 、 錠 剤 等 の 表 面 品 質 を 低 下 さ せ る お そ れ が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 前 述 の 問 題 を 解 消 す る た め に は 、 図 ５ の よ う に 打 錠 後 に 容 器 ２ へ 投 入 さ れ た 状 態 の ま ま
で 乾 燥 さ せ る の が 好 ま し い が 、 比 較 的 大 容 量 の 容 器 ２ へ 投 入 さ れ た 錠 剤 や 粉 粒 体 等 の 被 乾
燥 物 ３ は 、 積 層 厚 ｔ が 厚 く 乾 燥 効 率 が 低 下 す る 。
　 発 明 者 の 実 験 に よ れ ば 、 容 器 ２ の 周 壁 と そ の 近 傍 及 び 上 面 と そ の 近 傍 で は 錠 剤 相 互 間 の
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隙 間 が 大 き く 、 水 蒸 気 が 上 昇 し 易 い た め 比 較 的 乾 燥 効 率 が 良 好 で あ る が 、 容 器 ２ が Ｓ Ｕ Ｓ
の 缶 で あ っ て 、 被 乾 燥 物 ３ が 錠 径 ８ ｍ ｍ ， 錠 厚 ２ ． ５ ｍ ｍ 程 度 の 錠 剤 で あ る 場 合 、 図 ５ の
細 斜 線 で 示 す 領 域 ａ で は 、 容 器 ２ の 周 壁 及 び 上 面 の 近 傍 の 領 域 と 比 べ １ ０ ～ １ ６ ％ 程 度 乾
燥 効 率 が 悪 い こ と が 判 明 し た 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 の 目 的 は 、 比 較 的 大 容 量 の 容 器 ２ を 使 用 し た 場 合 で も 、 よ り 効 率 的 に 乾 燥 さ せ る
こ と が で き る 錠 ・ 粉 粒 体 の 真 空 乾 燥 方 法 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 に 係 る 第 １ の 錠 ・ 粉 粒 体 の 真 空 乾 燥 方 法 は 、 前 述 の 課 題 を 解 決 す る た め 、 錠 剤 又
は 粉 粒 体 か ら な る 被 乾 燥 物 ３ が 投 入 さ れ た 上 部 開 口 の 容 器 ２ を 真 空 室 １ 内 に 収 容 し 、 真 空
室 １ 内 を 真 空 状 態 に 保 ち な が ら 前 記 容 器 ２ の 被 乾 燥 物 ３ の 積 層 内 の 下 部 領 域 に エ ア ー を 僅
か に リ ー ク さ せ る こ と を 最 も 主 要 な 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 に 係 る 第 ２ の 錠 ・ 粉 粒 体 の 真 空 乾 燥 方 法 は 、 前 述 の 課 題 を 解 決 す る た め 、 錠 剤 又
は 粉 粒 体 か ら な る 被 乾 燥 物 ３ が 投 入 さ れ た 上 部 開 口 の 容 器 ２ を 真 空 室 １ 内 に 収 容 し 、 真 空
室 １ 内 を 真 空 状 態 に 保 ち な が ら 、 前 記 容 器 ２ の 被 乾 燥 物 ３ の 積 層 内 に 上 下 方 向 に 沿 っ て 設
置 し た ガ イ ド 部 材 ４ に よ り 水 蒸 気 を 上 方 に ガ イ ド さ せ る こ と を 最 も 主 要 な 特 徴 と す る も の
で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 に 係 る 第 １ の 錠 ・ 粉 粒 体 の 真 空 乾 燥 方 法 に よ れ ば 、 真 空 状 態 で 被 乾 燥 物 ３ か ら 分
離 し た 水 蒸 気 が 、 被 乾 燥 物 の 積 層 内 の 株 領 域 へ リ ー ク さ れ た エ ア ー に よ り 上 方 へ 押 し 上 げ
ら れ る の で 乾 燥 が 促 進 さ れ る 。 し た が っ て 、 容 器 ２ が 比 較 的 大 容 量 で あ っ て も 効 率 的 に 乾
燥 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 に 係 る 第 ２ の 錠 ・ 粉 粒 体 の 真 空 乾 燥 方 法 に よ れ ば 、 被 乾 燥 物 ３ の 積 層 内 に 上 下 方
向 に 沿 っ て 設 置 し た ガ イ ド 部 材 ４ に よ り 、 当 該 ガ イ ド 部 材 ４ の 近 傍 で は 被 乾 燥 物 ３ の 密 度
が 小 さ く な り 被 乾 燥 物 ３ 相 互 間 の 隙 間 が 大 き く な る の で 、 真 空 状 態 で 被 乾 燥 物 ３ か ら 発 生
し た 水 蒸 気 が ガ イ ド 部 材 ４ に よ り 上 方 へ ガ イ ド さ れ 、 乾 燥 が 促 進 さ れ る 。 し た が っ て 、 容
器 が 比 較 的 大 容 量 で あ っ て も 効 率 的 に 乾 燥 す る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 第 １ 実 施 形 態
　 図 １ は 、 本 発 明 に 係 る 真 空 乾 燥 方 法 の 第 １ 実 施 形 態 を 実 施 す る た め の 装 置 の 断 面 図 で あ
る 。
　 手 前 側 に 図 示 し な い 扉 を 有 す る 真 空 室 １ に は 、 バ ル ブ １ １ を 介 し て 真 空 ポ ン プ １ ０ が 設
け ら れ 、 内 部 の 真 空 度 を 計 測 す る 真 空 計 １ ２ が 設 置 さ れ て い る 。 真 空 室 １ 内 に は 、 台 ２ ０
上 に ス テ ン レ ス 製 の 円 筒 缶 状 の 容 器 ２ が 搬 入 さ れ て お り 、 こ の 容 器 ２ 内 に は 錠 剤 で あ る 被
乾 燥 物 ３ が 投 入 さ れ て い る 。
　 真 空 室 １ に は 、 先 端 部 が 容 器 ２ 内 の 被 乾 燥 物 ３ の 積 層 内 の 下 部 領 域 （ 容 器 ２ の 内 底 部 の
中 央 領 域 ） に 達 す る よ う に 、 リ ー ク チ ュ ー ブ ５ が 差 込 み 状 態 に 設 置 さ れ て お り 、 リ ー ク チ
ュ ー ブ ５ の 真 空 室 １ か ら 外 側 に 突 き 出 し た 部 分 に は リ ー ク バ ル ブ ５ ０ と フ ィ ル タ ５ １ が 設
置 さ れ て い る 。
　 リ ー ク チ ュ ー ブ ５ は フ レ キ シ ブ ル チ ュ ー ブ で あ り 、 先 端 部 を 上 方 に 上 げ た 状 態 に 曲 げ 、
こ の 状 態 で 被 乾 燥 物 ３ が 投 入 さ れ た 容 器 ２ を 真 空 室 １ 内 に 搬 入 し 、 そ の 後 リ ー ク チ ュ ー ブ
５ の 先 端 部 を 被 乾 燥 物 ３ の 積 層 内 に 差 し 込 ん で 使 用 で き る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
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　 図 １ の 装 置 に よ り 真 空 乾 燥 を 行 う に は 、 被 乾 燥 物 ３ が 投 入 さ れ た 容 器 ２ を 真 空 室 １ 内 に
搬 入 し 、 リ ー ク チ ュ ー ブ ５ の 先 端 部 を 図 の よ う に 容 器 ２ の 内 底 部 中 央 の 領 域 に 差 込 み 、 真
空 室 １ の 図 示 し な い 扉 を 閉 め て 密 閉 し 、 真 空 ポ ン プ １ ０ を 作 動 さ せ て 真 空 室 １ 内 を 真 空 脱
気 す る 。 真 空 室 １ 内 が 所 定 の 真 空 度 (例 え ば ３ ０ Ｐ ａ 程 度 ） に 達 し た な ら ば 、 リ ー ク バ ル
ブ ５ ０ を 僅 か に 開 き 外 気 を 僅 か に 導 入 し て リ ー ク さ せ 、 真 空 室 １ 内 の 真 空 度 が ９ ０ か ら １
３ ０ Ｐ ａ 程 度 に な る よ う に 調 整 す る 。 こ の 状 態 で ５ 時 間 程 度 運 転 す る 。 リ ー ク 時 の 最 適 な
真 空 度 は １ １ ０ Ｐ ａ 程 度 で あ る 。
　 こ の よ う に 真 空 室 １ 内 を 所 定 の 真 空 状 態 に 保 っ た 状 態 で 、 容 器 ２ 内 の 被 乾 燥 物 ３ の 積 層
内 の 下 部 領 域 に エ ア ー を 少 し ず つ リ ー ク さ せ る と 、 被 乾 燥 物 ３ か ら 分 離 し た 水 蒸 気 が リ ー
ク さ れ た エ ア ー に よ り 被 乾 燥 物 ３ 相 互 の 間 で 押 し 上 げ ら れ る の で 、 被 乾 燥 物 ３ が 密 集 し て
い て も 乾 燥 が 促 進 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 実 施 例 １
　 Ｓ Ｕ Ｓ の １ ５ Ｌ 缶 （ φ ２ ７ ０ ｍ ｍ × ｈ ２ ６ ２ ｍ ｍ ） か ら な る 容 器 ２ 内 に 、 錠 径 ８ ｍ ｍ ，
錠 厚 ２ ． ５ ｍ ｍ で あ っ て 水 分 含 有 率 ２ ． ５ ０ ％ の 錠 剤 を １ ２ ｋ ｇ 投 入 し 、 リ ー ク チ ュ ー ブ
５ を 使 用 せ ず 真 空 室 １ 内 を ３ ０ Ｐ ａ に 保 っ て ５ 時 間 の 乾 燥 を ５ 回 試 み た （ 比 較 例 １ ） 。
　 他 方 、 同 様 な 条 件 で 真 空 室 １ 内 が ３ ０ Ｐ ａ に 達 し た 後 、 リ ー ク バ ル ブ ５ ０ を 開 い て 容 器
２ の 内 底 部 中 央 の 領 域 に エ ア ー を リ ー ク さ せ 、 真 空 室 １ 内 を １ １ ０ Ｐ ａ 程 度 に 保 っ て ５ 時
間 の 乾 燥 を ５ 回 試 み た (実 施 例 １ ） 。
　 両 者 の 乾 燥 減 量 を 測 定 し た と こ ろ 、 比 較 例 １ で は － １ ． １ ５ ２ ～ － １ ． １ ６ ０ ％ で あ っ
た の に 対 し 、 実 施 例 １ で は － １ ． ２ ５ ６ ～ － １ ． ２ ７ ６ ％ で あ り 、 実 施 例 で は 比 較 例 に 対
し て ９ ～ １ ０ ％ 乾 燥 率 が 向 上 し た 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 第 ２ 実 施 形 態
　 図 ２ は 、 本 発 明 に 係 る 真 空 乾 燥 方 法 の 第 ２ 実 施 形 態 を 実 施 す る た め の 装 置 の 断 面 図 で あ
る 。
　 真 空 室 １ に は 、 バ ル ブ １ １ を 介 し て 真 空 ポ ン プ １ ０ が 設 置 さ れ て い る ほ か 、 真 空 計 １ ２
が 設 置 さ れ て い る 。
　 真 空 室 １ 内 の 台 ２ ０ 上 に は 、 内 部 に 錠 剤 か ら な る 被 乾 燥 物 ３ が 投 入 さ れ た 同 様 な 容 器 ２
が 搬 入 さ れ て い る 。 容 器 ２ 内 に は 、 当 該 容 器 ２ の 内 径 よ り も や や 幅 が 狭 く か つ 当 該 容 器 ２
内 を 連 続 し た 二 つ の 領 域 に 区 分 す る よ う に 、 仕 切 状 の ガ イ ド 部 材 ４ が 上 下 方 向 に 沿 っ て 挿
入 さ れ 、 真 空 室 １ 内 が 真 空 状 態 に な る と 被 乾 燥 物 ３ か ら 分 離 し た 水 蒸 気 が ガ イ ド 部 材 ４ に
よ り 上 方 に ガ イ ド さ れ る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 ガ イ ド 部 材 ４ の 材 質 は 特 に 問 わ な い が 、
こ の 実 施 形 態 で は 肉 厚 ０ ． ５ ｍ ｍ ， 高 さ ２ ６ ０ ｍ ｍ ， 幅 ２ ４ ０ ｍ ｍ の Ｓ Ｕ Ｓ 板 で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 図 ２ の 装 置 に よ り 真 空 乾 燥 を 行 う に は 、 図 ２ の よ う に 被 乾 燥 物 ３ が 投 入 さ れ た 容 器 ２ 内
に ガ イ ド 部 材 ４ を 上 下 方 向 に 設 置 し 、 真 空 ポ ン プ １ ０ に よ り 真 空 室 １ 内 を 真 空 脱 気 し て ３
０ Ｐ ａ 程 度 の 真 空 度 に 保 ち 、 所 定 時 間 （ ５ 時 間 程 度 ） 運 転 す る 。 被 乾 燥 物 ３ の 積 層 内 に 上
下 方 向 に 沿 っ て 設 置 さ れ た ガ イ ド 部 材 ４ に よ り 、 当 該 ガ イ ド 部 材 ４ の 近 傍 で は 被 乾 燥 物 ３
の 密 度 が 小 さ く な り 被 乾 燥 物 ３ 相 互 間 の 隙 間 が 大 き く な る の で 、 真 空 状 態 で 被 乾 燥 物 ３ か
ら 発 生 し た 水 蒸 気 が 上 方 へ 引 っ 張 ら れ る よ う に ガ イ ド さ れ 、 乾 燥 が 促 進 さ れ る 。 し た が っ
て 、 容 器 が 比 較 的 大 容 量 で あ っ て も 効 率 的 に 乾 燥 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 実 施 例 ２
　 Ｓ Ｕ Ｓ の １ ５ Ｌ 缶 （ φ ２ ７ ０ ｍ ｍ × ｈ ２ ６ ２ ｍ ｍ ） か ら な る 容 器 ２ 内 に 、 錠 径 ８ ｍ ｍ ，
錠 厚 ２ ． ５ ｍ ｍ で あ っ て 水 分 含 有 率 ２ ． ４ ２ ％ の 錠 剤 を １ ２ ｋ ｇ 投 入 し 、 ガ イ ド 部 材 ４ を
使 用 せ ず 真 空 室 １ 内 を ３ ０ Ｐ ａ に 保 っ て ５ 時 間 の 乾 燥 を ５ 回 試 み た （ 比 較 例 ２ ） 。
　 他 方 、 同 様 な 条 件 で 容 器 ２ 内 に 仕 切 板 状 の ガ イ ド 部 材 ４ を 設 置 し 、 真 空 室 １ 内 を ３ ０ Ｐ
ａ 程 度 の 真 空 度 に 保 っ て ５ 時 間 の 乾 燥 を ５ 回 試 み た (実 施 例 ２ ） 。
　 両 者 の 乾 燥 減 量 を 測 定 し た と こ ろ 、 比 較 例 ２ で は － １ ． １ １ ５ ～ － １ ． １ １ ７ ％ で あ っ
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た の に 対 し 、 実 施 例 ２ で は － １ ． １ ５ ６ ～ － １ ． １ ６ ２ ％ で あ り 、 実 施 例 で は 比 較 例 に 対
し て ３ ． ６ ～ ４ ％ 乾 燥 率 が 向 上 し た 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 第 ３ 実 施 形 態
　 図 ３ は 、 本 発 明 に 係 る 真 空 乾 燥 方 法 の 第 ３ 実 施 形 態 を 実 施 す る た め の 装 置 の 断 面 図 で あ
る 。
　 こ の 装 置 に お い て 、 ガ イ ド 部 材 ４ は 平 面 ほ ぼ 十 字 状 に 形 成 し た 仕 切 状 の 部 材 で あ り 、 容
器 ２ 内 は ガ イ ド 部 材 ４ に よ り 互 い に 連 続 す る 四 つ の 領 域 に 区 分 さ れ る 。 他 の 構 成 は 図 ２ の
装 置 と 同 様 で あ る 。
　 こ の 装 置 を 使 用 し た 乾 燥 方 法 で は 、 ガ イ ド 部 材 ４ に よ っ て 容 器 ２ 内 が 四 つ の 連 続 し た 領
域 に 区 分 さ れ 、 ガ イ ド 部 材 ４ と 被 乾 燥 物 ３ と の 接 触 面 積 が 図 ２ の 場 合 に 比 べ ほ ぼ 倍 に な る
の で 、 そ の 分 乾 燥 効 率 が さ ら に 向 上 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 実 施 例 ３
　 実 施 例 ２ の 場 合 と 同 様 に 、 Ｓ Ｕ Ｓ の １ ５ Ｌ 缶 （ φ ２ ７ ０ ｍ ｍ × ｈ ２ ６ ２ ｍ ｍ ） か ら な る
容 器 ２ 内 に 、 錠 径 ８ ｍ ｍ ， 錠 厚 ２ ． ５ ｍ ｍ で あ っ て 水 分 含 有 率 ２ ． ４ ２ ％ の 錠 剤 を １ ２ ｋ
ｇ 投 入 し 、 図 ３ で 示 す よ う な 平 面 十 字 状 に 組 み 合 わ せ た Ｓ Ｕ Ｓ 板 （ 肉 厚 ０ ． ５ ｍ ｍ ， 各 幅
２ ４ ０ ｍ ｍ ， 高 さ ２ ６ ０ ｍ ｍ ） か ら な る ガ イ ド 部 材 ４ を 使 用 し 、 真 空 室 １ 内 を ３ ０ Ｐ ａ に
保 っ て ５ 時 間 の 乾 燥 を ５ 回 試 み た （ 実 施 例 ３ ） 。
　 そ の 乾 燥 減 量 を 測 定 し た と こ ろ 、 － １ ． １ ４ ８ ５ ～ － １ ． １ ６ ３ ％ で あ り 、 実 施 例 ３ で
は 比 較 例 ２ に 対 し て ３ ～ ４ ． １ ％ 乾 燥 効 率 が 向 上 し た 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 第 ４ 実 施 形 態
　 図 ４ は 、 本 発 明 に 係 る 真 空 乾 燥 方 法 の 第 ４ 実 施 形 態 を 実 施 す る た め の 装 置 の 断 面 図 で あ
る 。
　 こ の 装 置 に お い て 、 ガ イ ド 部 材 ４ は φ ９ ０ ｍ ｍ ， 肉 厚 ０ ． ５ ｍ ｍ ， 高 さ ２ ６ ０ ｍ ｍ の Ｓ
Ｕ Ｓ の 円 筒 で あ り 、 容 器 ２ 内 は ガ イ ド 部 材 ４ に よ り 互 い に 独 立 し た 内 外 二 つ 領 域 に 区 分 さ
れ る 。 他 の 構 成 は 図 ２ の 装 置 と 同 様 で あ る 。
　 こ の 装 置 を 使 用 し た 乾 燥 方 法 で は 、 ガ イ ド 部 材 ４ と 被 乾 燥 物 と の 接 触 面 積 が 図 ２ の 場 合
と 比 べ て ２ ０ ％ 弱 増 大 す る こ と と 、 円 筒 状 の ガ イ ド 部 材 ４ に よ る 煙 突 作 用 と 類 似 し た 作 用
に よ り 真 空 下 で 被 乾 燥 物 ３ か ら 分 離 し た 水 蒸 気 が 効 率 的 に 押 し 上 げ ら れ る の で 、 実 験 に よ
れ ば 図 ３ の 実 施 形 態 と ほ ぼ 同 等 の 効 果 を 奏 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 前 記 説 明 は 被 乾 燥 物 ３ が 錠 剤 で あ る 場 合 に つ い て の み 説 明 し た が 、 被 乾 燥 物 が 粉 粒 体 で
あ る 場 合 に も 同 様 に 実 施 す る こ と が で き る も の で あ る 。
本 発 明 に お い て 、 真 空 室 １ 内 を 所 定 の 真 空 状 態 に 保 っ た 状 態 で ガ イ ド 部 材 ４ を 使 用 し な が
ら 容 器 ２ の 内 部 に エ ア ー を リ ー ク す れ ば 、 乾 燥 効 率 を さ ら に 高 め る こ と が で き る 。 ま た 、
ガ イ ド 部 材 ４ は 容 器 ２ 内 に 被 乾 燥 物 ３ を 投 入 し た 後 に 挿 入 し て も 実 施 す る こ と が で き る ほ
か 、 あ ら か じ め ガ イ ド 部 材 ４ を 容 器 ２ 内 に 設 置 し て も 実 施 す る こ と が で き る 。
　 真 空 室 １ 内 で は 蒸 発 熱 が 奪 わ れ て 温 度 が 低 下 す る の で 、 容 器 ２ 内 に 設 置 す る ガ イ ド 部 材
４ は 、 例 え ば 内 空 部 （ 外 部 に 開 放 さ れ て い な い ） 厚 み が １ ０ ｍ ｍ 前 後 の 中 空 板 や 断 熱 材 の
よ う に 、 急 激 に 温 度 低 下 し な い 材 質 の 物 を 使 用 す る の が 好 ま し い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に 係 る 真 空 乾 燥 方 法 の 第 １ 実 施 形 態 を 説 明 す る た め の 装 置 の 断 面 図 で あ る
。
【 図 ２ 】 本 発 明 に 係 る 真 空 乾 燥 方 法 の 第 ２ 実 施 形 態 を 説 明 す る た め の 装 置 の 断 面 図 で あ る
。
【 図 ３ 】 本 発 明 に 係 る 真 空 乾 燥 方 法 の 第 ３ 実 施 形 態 を 説 明 す る た め の 装 置 の 断 面 図 で あ る
。
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【 図 ４ 】 本 発 明 に 係 る 真 空 乾 燥 方 法 の 第 ４ 実 施 形 態 を 説 明 す る た め の 装 置 の 断 面 図 で あ る
。
【 図 ５ 】 比 較 的 大 容 量 の 容 器 に 被 乾 燥 物 （ 錠 剤 ） を 投 入 し て 真 空 乾 燥 し た と き の 乾 燥 状 態
の 悪 い 領 域 を 示 す 正 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 従 来 の 真 空 乾 燥 方 法 を 説 明 す る た め の 装 置 の 部 分 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ １ 】
１ 　 真 空 室
１ ａ 　 棚
１ ０ 　 真 空 ポ ン プ
１ １ 　 バ ル ブ
１ ２ 　 真 空 計
２ 　 容 器
２ ａ 　 布 袋
２ ｂ 　 ト レ イ
２ ０ 　 台
３ 　 被 乾 燥 物
４ 　 ガ イ ド 部 材
５ 　 リ ー ク チ ュ ー ブ
５ ０ 　 リ ー ク バ ル ブ
５ １ 　 フ ィ ル タ
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】
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